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【１】．概要  

  

  １．調査項目 

 

   Ⅰ．総人口 

      年齢５歳階級別に，２０２５年（令和７年）から 2070年（令和 52年）における５年間ごとの人口を推計

した。 

 

   Ⅱ．７地域別人口  

      『柏市高齢者いきいきプラン 21』で定める日常生活圏域（中圏域）に準拠して設定した７地域において，

男女年齢別に，2024年（令和６年）から２０３５年（令和 17年）における１１年間の人口を推計した。 

  

  ２ ．各人口の推計に用いたデータ  

 

   Ⅰ．総人口  

調査項目  使用データ 出典資料  

①基準人口  柏市男女年齢別人口  
令和２年国勢調査  

【総務省統計局】  

②出生率  男女別子ども女性比  
国勢調査（２０００年 （平成１２年 ）～  

２ ０ ２ ０年 （令和２年） ） 【総務省統計局】  

③生残率  男女年齢別将来生残率（柏市）  
令和２年市区町村別生命表  

【厚生労働省】  

④ 転 入 率 ・ 転

出率率  

・柏市男女年齢別人口  

 

・男女年齢別将来生残率  

・国勢調査（２０ １ ５年 （平成２７年）～  

２ ０ ２ ０ 年 （ 令 和 ２ 年 ） ） 【 総 務 省 統計

局】  

・日本の将来推計人口（令和５年推計）  

 【国立社会保障・人口問題研究所】  

・令和２年市区町村別生命表  

 【厚生労働省】  

 

   Ⅱ．7 地域別人口  

調査項目  使用データ 出典資料  

①基準人口  柏市男女年齢別人口  令和４年柏市住民基本台帳人口  

②出生率  男女別子ども女性比  
柏市住民基本台帳人口（ 20２ ０年 （令和

２年）～ 2023 年（令和５年） ）  

③変化率  柏市男女年齢別人口  
柏市住民基本台帳人口（ 20２ ０年 （令和

２年）～ 2023 年（令和５年） ）  
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  ３ ．推計のための基礎数値  

 

   Ⅰ．総人口  

 ≪基準人口≫ 

   ・令和２年国勢調査による，男女別，５歳階級別人口とした。 

 

 ≪出生率≫ 

   ・男女別子ども女性比を求める。 

     15 歳～ 49 歳の女子人口に対する０～４歳の男女別人口割合を仮定値として

    設定した。  

 

 ≪生残率≫ 

     ・厚生労働省が公表する『生命表』及び国立社会保障・人口問題研究所が公表す

る『男女年齢別将来生命表』を用い，これまでの変化率を加味して設定した。 

 

 ≪転入率・転出率≫ 

     ・ 国勢調査及び国立社会保障 ・人口問題研究所が公表する『日本の将来推計人

口（令和５年推計） 』を用い，転入率・転出率の仮定値を設定した。また，転入率・

転出率は直近の変化率が継続するものと仮定した。 

 

   Ⅱ．7 地域別人口  

 ≪基準人口≫ 

   ・令和 4 年柏市住民基本台帳人口とした。  

 

 ≪出生率≫ 

   ・男女別子ども女性比を求める。 

     15 歳～ 49 歳の女子人口に対する 0 歳の男女別人口の割合を仮定値として設定  

     した。 

 

 ≪変化率≫ 

   ・柏市住民基本台帳人口の推移から変化率を設定した。 

 

 

  ４ ．推計結果数値における注意事項  

    ・ 人口推計結果数値は小数点以下の数値を持っているが，四捨五入して整数値として

表記している。そのため，総数と内訳の合計値及び割合の合計が１００％と一致しない箇

所がある。 

    ・推計方法及び基準人口が異なるため総人口と７地域別人口の合計値は一致しない。  
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【２】．推計結果  

 Ⅰ．総人口  

 

  １ ．推計の方法  

 

 将来人口の推計は「コーホート要因法」により行った。 

     コーホートとは，同時期に出生や結婚などの人口学的事象を経験した集団のことである。

本推計では，同時期出生集団（男女５歳階級別）の意味で用いる。  

     コーホート要因法とは，年齢別人口の加齢に伴って生じる年々の変化をその要因 （死

亡，出生および人口移動（転入・転出） ）ごとに計算して将来の人口を求める方法である。

すでに生存する人口については，加齢とともに生じる死亡と人口移動を差し引いて将来の

人口を求める。新たに生まれる人口については，再生産年齢人口（ 15～ 49 歳）の女子か

ら生じる出生数とその生存数，並びに人口移動数を順次算出して求め，人口推計に組み

入れる。  

     このコーホート要因法によって人口を推計するためには，男女年齢別に分類された，将

来における以下の３つの仮定値が必要である。  

 

  （1） 出生率（子ども女性比）  ：15～49歳女子に対する 0～4歳男女別人口の割合 

  (2) 生 残 率          ：生命表による男女・年齢別生残率 

       （3） 転入率・転出率       ：基準年次とその５年前からの社会動態による転入・転出率 
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  ２ ．推計結果（総人口）  

・柏市の総人口は，2035 年の 445,530 人をピークに減少局面に入り，2040 年以降，

減少数は増加していく。  

・ 2070 年まで転入超過の傾向は継続する。  

・死亡数のピークは２度あり， 1 度目は 2035 年，２度目は 2065 年となる。 

 

【図 １ 】  将来推計人口結果（ 1990 年～2070 年）  

 

 

【表 １ 】  将来推計人口結果（ 1990 年～2070 年）  
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【図２ 】  将来推計人口結果と増減数（ 1990 年～ 2070 年）  

 

 

      【図３ 】  各年の出生数，死亡数，転入超過数の推移（ 2025 年～ 2070 年）  
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  ３ ．推計結果（年齢３区分別）  

総人口の推計結果を，年齢３区分別に見た結果は次のとおりである。  

 

①年少人口（０～１ ４歳）  

   柏市の年少人口は 2025 年の 53,572 人（ 12.2％）をピークに減少局面に入る。  

 

②生産年齢人口（ １ ５～６４歳 ）  

   柏市の生産年齢人口は 2030 年の 272,352 人（ 61.2％）をピークに減少局面に

入る。  

 

③老年人口（６５歳以上）  

   柏市の老年人口は増加を続け， 2045 年には 141,580 人と構成割合が３２ ． １％と

なり，約３人に１人が 65 歳以上となる。その後， 2055 年の 146,281 人（ 34.3％）で

ピークを迎えた後，減少に転じる。 

 

【補足】老年人口の詳細（ 75 歳以上， 85 歳以上）  

  ・ 75 歳以上人口は， 2030 年に 75,454 人（ 17.0％）となり， 1 度目のピークを迎え

る。その後，2040 年までは減少する一方， 2045 年以降再び増加に転じ， 2060 年

に 92,050 人（ 22.2％）となり，２度目のピークを迎える。  

  ・ 85 歳以上人口は， 2035 年には現在の人口 15,586 人（ 3.65％  2020 年）の約

２倍で 34,148 人（ 7.67％）となる。以降， 2040 年に１度目のピークを迎え，減少局

面に入るものの 2045 年から再度増加し，  2065 年には４２ ， １ ７ ９人 （ 10.59％）と

なり，２度目ピークを迎える。  
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【表 2】  年齢３区分別の人口と割合  

 

 

【図 4】  年齢３区分別将来推計人口  
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【図 5】  年齢３区分別将来推計人口割合  

 

 

 

【表 3】  ６ ５歳以上，７５歳以上，８５歳以上人口と割合  
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【図 6】  ６ ５歳以上，７５歳以上，８５歳以上の割合の推移  
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 【参考資料】  

 

【表 4】  ５歳階級別将来推計人口（ 2020 年～ 2030 年）  （単位：人 ）  

 

 

【表 5】  ５歳階級別将来推計人口（ 2035 年～ 2045 年）  （単位：人 ）  
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【表 6】  ５歳階級別将来推計人口（ 2050 年～ 2060 年）  （単位：人 ）  

 

 

【表 7】  ５歳階級別将来推計人口（ 2065 年～ 2070 年）  （単位：人 ）  

 

 

  



14 

 

 Ⅱ．７地域別人口  

 

  １ ．推計の方法  

 

    ７地域別人口の推計は「コーホート変化率法」により行った。  

    コーホート変化率とは，年齢別人口の加齢に伴って生じる年々の変化数を変化率として

算出し，将来の人口を求める方法である。すでに生存する人口については，加齢とともに生

じる死亡と人口移動を一括りに変化数とし将来の人口を求める。新たに生まれる人口につ

いては，再生産年齢人口（ 15～ 49 歳）の女子から生じる出生数とその生存数を順次算出

して求め，人口推計に組み入れる。  

    このコーホート変化率法によって人口を推計するためには，男女年齢別に分類された，将

来における以下の３つの仮定値が必要である。  

 

   (1) 出生率(子ども女性比) ：15～49歳までの女子に対する 0歳男女別人口の割合 

    (2) 生 残 率          ：生命表による男女・年齢別生残率（0歳男女のみ使用） 

    （3） 変 化 率         ：基準年次までの過去４年間の変化数から算出される変化率 

 

 

【図 7】  ７地域（日常生活圏域）区分  

 

 

  

南部２ 

南部１

1 
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  2．推計結果（７地域別人口）  

 ・今後も人口が増加する地域は，北部１地域となっている。  

 ・現在の人口を維持する地域は，中央１地域，中央２地域となっている。  

 ・人口が減少する地域は，北部２地域，南部１地域，南部２地域，東部地域となってる。  

 

【図 8】  北部 1 地域の将来推計人口の推移  

 

 

【図 9】  北部 2 地域の将来推計人口の推移  
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【図 10】  中央 1 地域の将来推計人口の推移  

 

 

【図 11】  中央 2 地域の将来推計人口の推移  
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【図 12】  南部 1 地域の将来推計人口の推移  

 

 

【図 13】  南部 2 地域の将来推計人口の推移  
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【図 14】  東部地域の将来推計人口の推移  

 

 


